
ムハンマド・アリー占領期
(����～����)のアレッポ高等協議会

占領下シリアにおける行政改革の一端

藻 谷 悠 介

は じ め に����年, ムハンマド・アリーは第一次エジプト＝トルコ戦争にお
いてオスマン朝軍に勝利したことにより, 歴史的シリア地域 (以下,

シリアと表記) の総督位を認められ, ����年に第二次エジプト＝ト
ルコ戦争で敗北するまで, 同地を軍事占領して統治した｡ この占領

期は期間こそ短いものの, そこで行われた様々な改革の影響を受け,

シリアが大きな変化を経験した時期であると評価されてきた���｡ 一
方で, この時期に焦点を当てた研究は前後の時代に比して非常に少

なく���, 占領下シリアにおける改革の実際について, 不明な点が多
く残っている｡ この傾向は, 統治や行政の側面においてとりわけ顕

著である｡

このような問題点を踏まえ, 本稿では ｢地方協議会 (��������������)｣���という機関を取り上げる｡ この機関は, 占領期においてシ
リア全域に広く新設された協議機関であり, 占領期に関わる先行研

究において, その創設は改革の主たるものとして必ず言及されてき

た｡ 従って, とりわけ占領期の行政改革や統治機構について研究す

る上で, この機関はまず検討されるべき主題と言える｡ 一方で, こ

れまで ｢地方協議会｣ についての専論は存在せず, その実相は未だ

に曖昧なままである｡ そのため本稿では, ｢地方協議会｣ の�つで
あるアレッポ高等協議会 (以下, �����と略記) について, 初めて
詳細に分析することで, 占領期に行われた行政改革の実際について,

その一端を明らかにすることを目指す｡

また, この ｢地方協議会｣ は占領終了に伴って僅か��年足らずで
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廃止されたものの, 占領開始前や占領終了後のオスマン朝下シリア

においても, ディーワーンや地方評議会と呼ばれる類似の協議機関

がそれぞれ存在していた｡ そのため, 本稿の分析結果を基に, ｢地

方協議会｣ を両機関と比較することで, 近代シリアの行政史におけ

る ｢地方協議会｣ の位置づけや意義についても, 新たな知見を得る

ことができると考えられる｡

Ⅰ. 先行研究と史料

本論に先立ち, まずは占領期の統治体制を概観した上で, ｢地方

協議会｣ に関する先行研究を整理し, 研究の前提と課題を確認した

い｡ 占領下のシリアにおいては, カイロにいるムハンマド・アリー

が最終的な決定権を持ちながらも, 彼の長子イブラーヒーム・パ

シャ���を頂点とする統治体制が形成された｡ 彼の次席として, 軍事
はスレイマン・パシャ, 行政はムハンマド・シャリーフ・パシャ���,
財務はバフリー・ベイ���がそれぞれ取り仕切り, 占領期の統治にお
いて中心的な役割を果たした｡ シリアはダマスクスを主都として,

新たに�つの州 (�����)���に分割され, 各州に州長官 (�����������)
が置かれた他, 主要な都市には都市長官 (����������) が現地有力者
から任命された (������������������)｡
さて, 先述のように ｢地方協議会｣ についての専論は存在せず,

紙幅を割いて取り上げている研究も数少ない���｡ 以下ではそれらの
記述から, まずこれまで描かれてきた ｢地方協議会｣ 像を整理して

いきたい｡ ｢地方協議会｣ は����年�月に占領直後のダマスクスに
初めて置かれ, その後シリア内の諸都市に次々と置かれた｡ ダマス

クスの協議会には��名, 他の協議会には��数名の議員が, それぞれ
の都市の現地有力者の中から都市長官によって任命され, 非ムスリ

ム人口が多い都市においては, 非ムスリムの有力者も議員に任命さ

れた｡ 主都ダマスクスの協議会は, 他の協議会の上位に立つ高等協

議会であり, 他の協議会で判断のつかなかった案件や上訴も受け付

けていたとされる (�������������������������������������������������)｡

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
占
領
期

(����
〜����)
の
ア
レ
ッ
ポ
高
等
協
議
会

藻
谷

四
一
七 ���



他方, ｢地方協議会｣ の活動の内容については, 先行研究の説明

が次のように漠然としたものに留まっているばかりか, 見解が必ず

しも一致していない｡ ホフマンは, ｢地方協議会｣ が各都市の行政

機関として都市と市民に関わるあらゆる案件を扱っていたと説明し

(��������������), サーリムは, 都市内や商業における紛争の裁定
や徴税請負などの財務, 公共政策を管轄としていたとする (������������)｡ またサーフィーは, ｢地方協議会｣ が第一に国有地 (����)
への課税に関わる案件を扱う機関であり, 他に公定価格の設定や軍

への補給管理なども協議していたとしている (�����������)｡
さらに, ｢地方協議会｣ への評価については, 三者の主張がより

一層異なっている｡ ホフマンは ｢地方協議会｣ が都市長官の諮問機

関であり, 彼らの強い監視や統制を受けたために, 先進的な試みで

あったものの有効に機能しなかったと指摘している (������������������)｡ 一方でサーリムは, 都市長官などの役人は ｢地方協議会｣

の協議なしには政策を執行できず, 広い権限を与えられた ｢地方協

議会｣ はシリアの行政に新風を吹き込んだとまで評している (������������)｡ またサーフィーは, ｢地方協議会｣ が主要な政策の意思
決定には参与できていなかったとして, その画期性を強調すること

に留保を付している (�����������)｡
このような見解の相違の背景には, それぞれの研究が依拠してい

る史料の相違があると考えられるが, いずれの研究も ｢地方協議会｣

についての数少ない記述を史料から断片的に集めて列挙するに留まっ

ており, 十分な分析や考察が行われているとは言い難い���｡ このよ
うな先行研究の問題点を踏まえ, 本稿では ｢地方協議会｣ 自身が作

成した文書史料であり, これまで先行研究で用いられてこなかった

『アレッポ高等協議会発行の議決書の記録台帳 (��������������������������������������������������������)』 (以下, 『記録台帳』 もしくは ��
と略記) を, 主な史料として利用する｡ 後述するように, この 『記

録台帳』 はいくつかの制約を抱えているものの, ｢地方協議会｣ に

関して現存が確認できる文書史料のうちで, 分析に耐えうる分量を

持つのは, この史料のみである｡ 従って, ｢地方協議会｣ の研究を
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進展させるためには, 『記録台帳』 を用いた �����の詳細な分析
こそが, 現状では最適な手段と言える｡

この 『記録台帳』 については, 筆者が別稿にて実際の記述を取り

上げながら, 詳しい解題を行っているため (藻谷 ����), 詳細はそ
ちらに譲ることとして, 以下では概要を述べるに留めたい｡ この史

料は, ｢地方協議会｣ の一つである �����が作成したものであり,
記録の対象として含んでいるのは, 西暦で����年�年分 (ヒジュラ

暦では����～����年) である｡ この史料には全���頁に計���項目が記
載されており, 原則として �項目につき �����が協議した �件
の案件がアラビア語で記されている｡ 各項目は協議の詳細な議事録

ではなく, 議決内容を記した議決書 (�������) という文書の写しで
あり, 既に発行された議決書の内容について, 後から参照するため

に記録されたものであると考えられる｡ 従って, 案件の内容につい

ては詳細に記されている一方, 協議の進行具合や議員の発言につい

ては情報を殆ど得られない (藻谷 ����������)｡
以上の点を踏まえ, 以下の第Ⅱ節及び第Ⅲ節では, ����年の�����について, 活動実態と統治機構における位置づけに主眼を

置いて詳細に分析する｡ また, その分析結果が, どれほど他の協議

会や����年以外の年にも適用可能であるかについても考察する｡ そ
して第Ⅳ節では, この分析結果を基に, 占領前後の時代の類似する

協議機関と ｢地方協議会｣ とを比較し, ��世紀シリアの政治史にお
ける ｢地方協議会｣ の意義についても検討したい｡

Ⅱ. アレッポ高等協議会 (�����) の活動実態
本節では, 『記録台帳』 の詳細な分析を通して, �����の基本

的な情報や活動の内容, 求められた役割など, �����の活動の実
態を明らかにする｡��構成員・活動場所・活動頻度
はじめに, �����の基本的な情報について確認する｡ まず構成

員については, 『記録台帳』 の記述から①監督役, ②議員 (��������
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������), ③書記 (���������������)����, ④番人 (������)����の�種の役職
が判明している｡ 以下では, 常に協議に参与していたと考えられる

①監督役と②議員について見ていきたい｡ まず, ①監督役は 『記録

台帳』 において, ｢協議会の監督役 (��������������) であるムフティー・
エフェンディ閣下｣ と書かれており, イブラーヒーム・パシャから�����に届く命令は全てこの人物に宛てられていた他, 欠席の際
には彼の代理 (�����) が置かれていたことが読み取れる (��������������)｡ そのため, �����を代表する立場の重要職であったと考
えられるが, この役職に就いていた人物については, ムフティー職

を持つムスリムであったと思しきこと以外は不明である｡ また, ②

議員については, �名のみ 『記録台帳』 中に名前が見られるが, 名

前が省略されていることもあり, そのうち�名のみしか特定するこ
とができない����｡
一方で, 幸運にも����年における �����の議員��名全員の名

前が別史料から判明し����, その構成が役人�名と軍人�名, 及び
官職を持たない��名であったとわかるが����, こちらも人物の特定
は困難である｡ 彼らのうちで, 特に軍人はエジプト出身者であった

可能性が高い一方, 官職を持たない��名については現地住民と見る
のが妥当であろう����｡ なお, 別史料の記述から判明するベイルー
トの協議会の構成を見ると, ��名の議員のうち�名について, 実際
に現地有力家系の出身であったことが確認できるだけでなく, ��名
全員がベイルートの有力者層 (������) から選ばれた旨も史料中に
明記されている����｡ このことからも, ｢地方協議会｣ の議員は現地
有力者を中心に任命されたと考えて問題ないだろう｡

また, 『記録台帳』 から判明する�名の議員については, 名前か
ら判断して全員がムスリムであったと思われる一方, ����年の史料
には, 名前から非ムスリムと思しき議員が�人含まれている｡ 当時
のアレッポの人口の�割程度が非ムスリムであったとされることに
鑑みても, 非ムスリムの議員も数名任命されていたと見るのが自然

だろう｡ なお, 上述のベイルートの事例においても, �人がムスリ
ムで�人がキリスト教徒と明記されている｡

東

洋

学

報

第
九
十
九
巻

第
四
号

四
一
四���



次に活動場所については, ����年�月までの�年間は市内の私人
の邸宅を借り切って活動場所とし, その後は市内のマドラサの�,�室を借りて利用していたことがわかっている｡ このことから,�����は州長官など他の役人から独立した, 専用の活動場所を確
保していたことがわかる｡ また, 協議に用いる�室以外にもスペー
スを確保していたことから, そこで記録台帳などの文書の作成や保

管も行っていたと考えられる (藻谷 ��������)｡
最後に, 『記録台帳』 の各項目に付されている, それぞれの協議

が行われた日付を基に, �����の活動頻度についても検討してお
こう｡ 協議が行われた日数を数え上げてみると, 『記録台帳』 が対

象としている全���日の期間中, 少なくとも���日は協議が行われて
いたことが判明する｡ これは平均すれば�週間に�日以上の頻度で
あり����, この頻度に鑑みれば, 議員の職は専任ないしそれに準ず
るものであったと考えられる｡ なお, 活動日に曜日別の偏りなどは

見られないが, ラマダーン月の活動日数は他の月より目立って少な

い｡��活動の内容
続いて, �����の活動内容, すなわち, どのような内容の案件

について協議を行っていたのかについて分析する｡ 以下では 『記録

台帳』 に含まれる全���件の案件を�種に大別し (図�を参照), 順
に検討していくこととする｡

①価格の査定 (���件・全体の��％)
最も多い案件の内容は, 官・軍が民����から接収した (あるいはこ

れからしようとしている) 食糧や家畜, 日用品などの物資について,

国庫から民に支払われる取引価格を査定するというものである (�����������������)｡ また, 国庫から民 (稀に官・軍) に支払われる建

物の賃料や業務の給料の査定も含まれる (�������������)｡ すなわ
ち, これらは総じて, 官・軍と民の間での個別の取引について, 国

庫から民に支払われるべき金額を査定するというものである｡

②徴税権の管理 (���件・同��％)
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次に多いのが, 政府に代わって徴税を行う徴税権の管理である｡

代表的な例はオスマン朝下で広く普及していた徴税請負 (�������)
の権利であり, その競売を �����の場で行い, 競り落とした者
に下付していた他 (��������������), 徴税請負権の設定や廃止も協
議していた (������������)｡ さらに, 終身徴税請負権 (��������) や
封土 (������������) についての調査や権利確認も行っていた (��������������)｡

③税額の割当 (���件・同��％)
これは②と同様に徴税に関わるものであるが, ここで対象となる

のは, いずれも政府が派遣する監督官が国有地などから直接徴収す

る税である｡ 具体的な内容としては, 政府の方針に基づいた詳細な

税額の割当や徴収方法の規定 (������������������), また, 既に割
当ないし徴収された税額の確認や訂正・修正 (��������������) な
どである｡ とりわけ, 新たに導入された資産税 (�����) が, 多くの
案件において問題となっていた｡

④物資の調達・管理 (��件・同��％)
これは①と類似する内容であり, 官・軍に必要な物資の調達方法

や購入額を決めるというものである (��������������)｡ ただし, ①
のような個別の取引ではなく, 特定の物資に関して今後広く適用さ
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図� 活動の内容

『記録台帳』 を基に著者作成

①価格の査定

②徴税権の管理

③税額の割当

④物資の調達・管理
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れる公定の取引価格を決める, という点で①と異なる����｡ また,
官・軍の物資の保管状況の確認も行っていた (�������������)｡

⑤役職の任命 (��件・同�％)
①～④より数は減るものの, 異なる特徴を示しているのが役職の

任命である｡ これは種々の監督官 (�����) や農村の長 (������) など
様々な役職の人選の協議や, 監督者の派遣を通じた当地での人選の

監督などを含んでいる (������������������)｡ いずれの場合も, 選
出された人物は �����の場に召喚され, 協議の上で承認・登録
されていた｡ ただし, 都市長官や各都市の財庫管理人など, 主要な

官職の人選を行っていた例は見られない｡

⑥その他 (��件・同��％)
ここに含まれる内容は数こそ多くないものの, �����の活動の

多様性を示すものが多い｡ まず目を引くのは, アレッポの水路の浚

渫 (������) や街区の清掃 (������) などの公共事業であり, その
実施方法や予算が協議された｡ 他にも, モスクや店舗の改修といっ

たワクフ対象・財源の管理 (��������������) や, ワクフ配当の確
認 (��������������), 官の不正・汚職に対する懲罰方法の決定 (�������������) など様々である｡��活動内容の考察
前項における分析を踏まえ, 次にこれらの案件全体を俯瞰して見

えてくる特徴を考察することで, 分析を深めたい｡ まず最も重要な

特徴として, 殆どの案件が国庫の収入・支出に関わる財務的な内容

であるという点が挙げられる｡ ①価格の査定や④物資の調達・管理

は, 国庫の支出額の確定と密接に関係しており, 他方で②徴税権の

管理や③税額の割当は, 政府の収入額に直結している｡ また, ⑤役

職の任命においても, 人選だけでなくその官職の給料まで協議され

た例が多く, ⑥その他の代表例として挙げられる公共事業について

も, 実施に伴う予算まで協議された場合が殆どである｡ 以上から,�����は第一に財務の一翼を担う機関であったことがわかる｡
次に, ほぼ全ての案件が官・軍の内部, もしくは官・軍と民との
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間で生じたものであり, 民の間で生じた私人的な案件はごく僅かし

か見られないという点も, 注目に値する����｡ すなわち, �����は
何らかの形で官・軍の利害に関わる案件を協議する機関であり, あ

くまで占領政府の統治機構の一部として機能していたと考えられる｡

現地有力者からなる協議機関という点からすると, ともすれば ｢地

方協議会｣ は各地域の自治的組織と想起されかねない｡ しかし, 少

なくとも �����の場合は, 民の内で生じた問題を自身で解決す
ることはしておらず, その意味で自治的組織ではなかったと言える｡

また, これと関連して, 従来イスラーム法廷の管轄とされてきた

案件のうち, とりわけ婚姻や相続のように, 私人的かつイスラーム

法に規定がある案件については, �����で扱っていた様子が見ら
れない, という点も加えておきたい｡ 占領期においてもイスラーム

法廷は存続していたため, 私人的な案件については引き続きイスラー

ム法廷が扱うことで, 両機関の間で大きく役割分担がなされていた

と考えられる����｡
最後に, �����が扱っていた案件が, アレッポ市内の案件のみ

に限定されないという点も指摘できる｡ アレッポ州内の他都市・農

村や, 同州外の他都市・農村に関わると判断される案件を 『記録台

帳』 から数え上げると, その数は���件にも上り, 全���件のうち実
に半数以上を占めている����｡ 従って, �����はホフマンの指摘す
るような都市の協議機関に留まらず, アレッポという都市に置かれ

ながらも, 都市内外の案件を広く扱う機関であったとわかる｡��求められた役割
本節の最後に, �����を誰がどのように利用していたのかとい

う点について分析することで, �����に求められた役割を検討す
る｡ 検討に先立ち, �����に対する案件の差出人を (�) 高官,
(�) 一般役人・機関, (�) 軍関係者, (�) 現地住民の�つに大きく
分類する｡ (�) は統治の中枢を担ったと考えられるイブラーヒーム・
パシャとムハンマド・シャリーフ・パシャ, バフリー・ベイ, アレッ

ポ州長官の�人が, (�) には各都市長官や各種監督官, 他の協議会
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や各都市の財庫など, (�) 以外の役人・機関がそれぞれ含まれる｡
(�) 軍関係者については, 連隊長 (����������) の位を持つ将校が殆
どであり, 一兵卒は僅かである｡ (�) 現地住民には (�) ～ (�) に
該当しない者, すなわち 『記録台帳』 の中で官職名が書かれていな

い人物全員が含まれている����｡
さて, これら�つの集団を差出人とする案件が, 差出人が判別で

きる���件のうちでそれぞれ何％を占めるかを見ていくと, (�) 高
官が��％ (��件), (�) 一般役人・機関が��％ (���件), (�) 軍関係
者が�％ (��件), (�) 現地住民が��％ (���件) となる｡ 政府の役
人・機関を差出人とする案件が (�) と (�) を合わせて半数を超え
る一方, (�) 現地住民を差出人とする案件も�割程度に及んでいる
ことがわかる｡ このことから, 官だけでなく民も �����を大い
に利用し, 多くの案件の協議を求めていたことが明らかになる｡

次に, 案件の差出人と案件の内容の連関 (図�) について, 両者
の立場の差が明白な (�) 高官と (�) 現地住民の例を比較して検討
する����｡ まず (�) 高官を差出人とする案件については, ②徴税権
の管理の割合が他より目立って高く, ③税額の割当と併せて全体の

半分以上を占めている点が特徴であり, 高官の徴税に対する高い関

心が看取できる｡ また, 個々の案件を見ると, 政府で既に決定され

た政策について, 具体的な実施案の立案や承認を求めているものが

多い｡ 従って, 高官は �����に行政機関 (とりわけ財務機関) とし

ての役割を求め, 政府の政策の是非や具体的な執行方法を主に協議

させたと考えられる｡

一方で, (�) 現地住民を差出人とする案件は, ⑥その他の割合が
高いことが特徴であり, その内容の多くは建築物の修復や, 官・軍

の行動から生じた損害の保障を求めるものである｡ また, 他に割合

が高い①価格の査定や③税額の割当についても, 官・軍による不当

な設定額の訂正や民への支払いを求めるものが殆どである｡ 従って,

民は官・軍と民の間を執り成す裁定機関としての役割を �����
に求め, 統治に付随すべき公正と, 官・軍に対する自身の権利の保

護を訴えていたと考えられる｡ 以上から, �����は統治機構の一
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翼を担う行政機関としての役割と, 官・軍と民の間に立つ裁定機関

としての役割を両立していたとわかる｡

Ⅲ. 占領下の統治機構における
アレッポ高等協議会の位置づけ

前節における分析結果を踏まえ, 本節では占領下の統治機構にお

ける �����の位置づけについて検討する｡ すなわち, �����が
他の役人や協議会とどのような関係にあり, どれほど干渉を受けず

に活動し, 他の役人や協議会に影響を与えていたかを考察する｡��他の役人との関係と自律性
既に述べたように, ホフマンは ｢地方協議会｣ が都市長官の諮問

機関であり, 彼による厳しい統制を受けたと指摘している｡ この点

に注目して 『記録台帳』 を通観すると, 全項目に共通する書式から,�����はアレッポ都市長官ではなくアレッポ州長官と密接な関係
にあったことがわかる����｡ まず, �����が受理した多くの案件は,
差出人から州長官に提出され, 彼がそれを �����に付託すると
いう経路を取っていたことが, 各項目の書式から読み取れる����｡
その際, �����に対して州長官自身の見解が併せて示されていた

東

洋

学

報

第
九
十
九
巻

第
四
号

四
〇
八���

図� 差出人と内容の連関

『記録台帳』 を基に著者作成

①価格の査定

②徴税権の管理

③税額の割当

④物資の調達・管理

⑤役職の任命

⑥その他����



ことがわかる事例も, �例のみ見られる (������)｡ また, 協議を
経て �����から発行された全ての議決書については, 州長官を
経由して発行対象に回付されるという手順が必ず取られていたこと

も, 共通する書式から判明する (藻谷 �������)｡
このように見ると, �����は州長官の諮問を受けて協議を行う,
彼の諮問機関であったようにも考えられるだろう｡ 一方で, 『記録

台帳』 の記述からは, 州長官が協議の場に出席していなかったこと

が読み取れる����｡ またそれだけでなく, 州長官から �����に付
託された案件というのも, 実際には案件全体の半分にも満たなかっ

た����｡ 残り半分以上の案件は州長官を介さずに, 多くは直接に,
稀に他の役人を介して �����に届いていた����｡ さらに, 殆どの
案件は文書の形で �����に届けられるが, 監察官や連隊長, 果
ては現地住民までもが直接 �����の場に赴き, 案件の協議を求
めている事例も��例見られる (������������)｡ このことは官や民が�����に直接訴える手段があったことの証左となるであろう｡ 加
えて, �����の議員や書記などの構成員が, 協議の場で自ら発議
をしている例も�例見られる (�����������������)｡ このことから,
外部から付託された案件のみでなく, 自ら案件を提示して発議する

ことも可能であったことがわかる｡ 以上から, �����は州長官な
ど特定の役人の諮問機関ではなかったと言える｡

案件の受理に続いて, 議決内容の執行についても検討しよう｡ 筆

者は別稿において, �����が発行していた議決書という文書の機
能について, 次のように考察した｡ 議決書とは, �����の議決内
容とそれに基づく執行内容が記された文書であり, 各案件の処理は

必ず議決書の発行を以て完結していた｡ 議決書は執行者である役人・

軍人各々に対して発行されており, 議決に基づく執行内容が記され

ていたものと考えられる｡ �����はこの議決書の発行を通じて,
自身の議決内容を執行に繋げていた (藻谷 ����������)｡
この議決書が執行者に対してどれほど拘束力を持ちえたかという

点については, 『記録台帳』 の各項目が議決書の発行までしか記録

していないために, 検討は容易ではない｡ ただし, 『記録台帳』 に
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は, アレッポ州長官が自身の政策案を �����に提示し, 執行者
への議決書の発行を求めている例が�例見られる (�������������������������)｡ また, イブラーヒーム・パシャも �����に命令を
出し, その内容を記した議決書を執行者に対して発行するよう求め

ている例が�例見られる (����������)｡ これらの事例は, 議決書
が高官にとってさえも政策の執行に必要となるものであり, それゆ

え高官に対しても拘束力を持ちえた可能性を示唆している｡ また同

時に, 高官が自身の政策を実施させる手段の一つとして, 議決書を

認識していたことも示している｡ このことは, 議決書が執行者に対

して十分な拘束力を持つという仕組みを前提としなければ成り立た

ない｡

では, �����は自身の議決内容を, 他の役人からの干渉を受け
ずに執行に繋げることができたのかというと, そのようなことは考

えにくい｡ まず, �����に案件を付託する際や, あるいは �����
が発行した議決書を執行者に回付する際に, 上述のアレッポ州長官

が自身の見解を述べることで, 議決内容やその執行に影響を及ぼし

ていた可能性は否定できない����｡ また, アレッポ州長官以上に,�����の活動に対して顕著に介入していたことが分かるのが, 占
領下シリアの財務を取り仕切っていたバフリー・ベイである����｡
『記録台帳』 の中には, バフリー・ベイから差し戻し (��������)
という形で, �����に案件が送られている例が��例見られる (�����������������)｡ これら��例の記述からは, �����が協議した案
件について彼に定期報告 (������) を送り, 彼がそれを参照して, 議
決内容に異議を唱えて再協議を求めたり, 詳しい説明を求めたりし

ていたことが読み取れる｡ すなわち, このバフリー・ベイこそが,

定期報告と案件の差し戻しという手段で以て �����の活動を監
督し, 掣肘を加えていたとわかる����｡��他の協議会との関係�����についての分析を終えるにあたり, 以上の分析がどれほ
ど ｢地方協議会｣ 全般に適用できるかについても検討したい｡ その
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ためにはまず, �����と他の協議会との関係について整理しなけ
ればなるまい｡ ｢地方協議会｣ が置かれた都市として先行研究で名

前が挙がっているのは, ダマスクスやベイルート, アッカなど�都
市であるが, 『記録台帳』 やその他の史料の記述からは, シリアに

おいて全部で��の都市に ｢地方協議会｣ の存在を確認することがで
き����, そのうち ｢高等｣ 協議会の名を冠していたのは, ダマスク

スとアレッポの両協議会のみであったことも判明する｡ ダマスクス

高等協議会が他の協議会の上位に立っていたという先行研究の指摘

は既に触れた通りだが, �����も同様であったことが 『記録台帳』
からわかる｡�����は, アレッポ州に含まれていたキッリス, アインターブ,
アンティオキアの�つの協議会で既に協議がなされた案件を特に多
く扱っていた｡ それらは�協議会において議決に至らなかった案件
や, 議決内容に対する再審の要求であり, これに対し �����は,
議決書によって再審結果を�協議会に通達していた (������������������)｡ また, �����が�協議会に対して, �����が議決した方
針に沿って具体的な施策を各々協議するよう議決書を発行した例も

見られる (��������������)｡ 逆に, �����の議決内容について�
協議会で再審が行われ, �����に対して議決書が発行された例は
見られないため, 前者と後者の間に明白な上下関係を看取すること

ができよう｡ また, �協議会の例に数は劣るものの, タラーブルス
州に含まれていたと考えられるラタキアの協議会に関しても, 同様

の例が見られる (�������������)｡
一方, �����とダマスクス高等協議会との関係については,

『記録台帳』 や他の史料から読み取ることが困難である｡ ただし,

『記録台帳』 の内にはダマスクス高等協議会から付託された案件が�件含まれており (����������), その片方はダマスクス高等協議
会の提案を承認し, 議決書の発行を求める内容であるため, ダマス

クス高等協議会が �����の上位に置かれていた可能性も十分に
考えられる｡ また, 両都市以外に高等協議会の存在は確認できない

ため, 両高等協議会によってシリア全域の管轄は二分されており,
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上述のラタキア協議会の事例もそれを示唆している, と考えること

も可能だろう����｡
では翻って, エジプトの協議会との関係はどのようなものであっ

たのだろうか｡ 先行研究は, ダマスクス高等協議会の再審において

も議決に至らなかった案件が, カイロの協議会に付託される仕組み

であったとしている (��������������������������)����｡ 一方, 『記
録台帳』 中には �����がカイロの協議会に上訴した例や, カイ
ロの協議会から案件を付託された例は見られない｡ そのため, �����
からカイロの協議会への上訴の経路が存在したとしても, それが頻

繁に利用されていたかについては疑問が残る｡ なお, 同時代のエジ

プトの地方部には, シリアの ｢地方協議会｣ に類似する機関は置か

れていなかった｡ ｢地方協議会｣ の成り立ちを検討する上でも, こ

の点は非常に示唆的と言えるが, このようなエジプトとシリアにお

ける政策の差異については, 今後の課題としたい｡��｢地方協議会｣ 全般への適用
以上のような �����の位置付けを踏まえ, 最後に本稿におけ

る �����の分析が, どれほどシリアの他の協議会にも適用でき
るものであるかについて考察しておこう｡ その際には, 『記録台帳』

が持つ ｢高等｣ 協議会という制約だけでなく, ｢����年のアレッポ｣
という制約についても留意する必要がある｡ 当時のアレッポの人口

は約��万人とされており, オスマン朝領内で�番目の規模を持つ大
都市であった｡ 占領開始前にオスマン朝アレッポ州の州都であった

アレッポは, ����年�月にエジプト軍に占領された後も, 再設定さ
れたアレッポ州の州都となり, 州長官と都市長官が同時に置かれる

重要な都市であった｡ また, ����年�月にはシリア北端で第二次エ
ジプト＝トルコ戦争が始まったことに鑑みると, ����年という時期
は休戦期間の末期に当たる｡ シリアの主要な都市の中で最北に位置

するアレッポは, エジプトから見ると緊張状態が続くオスマン朝と

の最前線にあったため, 軍備の拡張や物資の調達などの軍需の増加

の影響が色濃く見られたと考えられる｡
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この点を踏まえ, まずは活動実態の面から考察してみよう｡ 例え

ば, アレッポ州の他の�協議会が, �����と同程度の活動頻度で
同程度の量の案件を協議していたとは考えにくい｡ �����の活動
の頻度・量は, 都市の規模ゆえに付託される案件が多く, 他の協議

会や州長官などを通じてアレッポに関わらない案件も広く �����
に届いていたことに由来するためである｡ また案件の内容について

も, 例えば軍事物資の調達に関わる案件が多く見られるといった特

徴は, ｢����年のアレッポ｣ の状況を反映したものである可能性な
どが考えられる����｡
一方 �����には, アレッポ州の �協議会を始めとする他の協

議会から, 多くの案件が寄せられていたため, 他の協議会の活動内

容や役割についても, 『記録台帳』 から多少の情報を得ることがで

きる｡ まず, 前節で挙げた①～⑥の分類の内容は, ⑤役職の任命を

除いて, いずれも他の協議会において扱われていた例が確認できる

(��������������������������)｡ また, それらの案件は官・軍と民
の双方から寄せられており, 行政的な内容と裁定的な内容が共に見

受けられるだけでなく, 当該の都市近郊の農村についての案件も含

まれている｡ 従って, 他の協議会の活動内容や役割も, 多少の差こ

そあれ, �����のそれと大きく異なるものではなかったと考えら
れるだろう｡ もちろん, 役職の任命のようなより重要性の高い案件

については, �����のみに限定されていた可能性は否めない｡
次に自律性の面から見ていこう｡ ここにおいては, �����の事

例が特殊なものである可能性について, とりわけ留意する必要があ

るだろう｡ 例えば, イェルサレムの協議会からカイロに送られた上

申書 (������)����を見ると, 当該の案件は初めにアレッポ州長官か
ら同協議会に付託されたが, その際に州長官の見解が命令 (���)
という形で添えられており, 同協議会がその命令に従って議決書を

発行していたことが読み取れる (�������������������)｡ この事例か
ら, 特に �����以外の協議会に対しては, 州長官や都市長官に
よる明白な介入が行われていた可能性が考えられる｡ 一方で, 議決

内容が有した影響力の面から見てみると, �����から他の協議会
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に対し, 協議の上で議決書を発行し, 執行に移すよう求めていた例

がいくつか見つかる (��������������)｡ すなわち, 他の協議会も議
決書を発行し, それによって自身の議決内容を執行させていたこと

が分かる｡ 加えて, バフリー・ベイによる差し戻しの事例のうちか

ら, 他の協議会も彼に定期報告を送っていたことが読み取れる (������������)｡ 以上から, 付託された案件を処理する過程は ｢地方協

議会｣ 全体でおよそ共通しており, それを通じて他の協議会も同様

に行政に影響力を持ちえたと考えられる｡

Ⅳ�｢地方協議会｣ の新規性と後代への影響
オスマン朝のシリアを含む各州には, 占領開始以前からディーワー

ンと呼ばれる協議機関が存在した｡ 先行研究の多くがこの機関を

｢地方協議会｣ の前身として見なしているものの, ｢地方協議会｣ が

ディーワーンとは大きく異なる新規性を持っていたという主張 (������������������������) と, 両機関の間で殆ど変化はなかったとす
る主張 (���������������������������) で見解が割れている｡ また,
占領終了とほぼ同時期の����年から, オスマン朝はタンズィマート
改革を開始し, その一環として全土に地方評議会 (������) を設置
した｡ 多くの先行研究が, 地方評議会の制度が占領下シリアの ｢地

方協議会｣ を参考に作られたことを示唆している (��������������������������������������)｡ 一方で, 地方評議会が当初アナトリアと
バルカンの主要地域に置かれたことを理由として, 占領下シリアに

おける先例が地方評議会の設立にどれほど影響を与えたのかは不明

であるとして, この見解に留保を付す向きもある (秋葉 ����)｡
しかし, ディーワーン, ｢地方協議会｣, 地方評議会の�機関の連
続性を巡る以上の議論は, ｢地方協議会｣ に関する詳細な研究なく

して行われてきた｡ そこで本節では, �����及び ｢地方協議会｣

全般についての本稿の詳細な分析結果を踏まえ, ｢地方協議会｣ と

これらの協議機関との比較を試みる｡ この比較が上述の連続性の議

論に結論を下すことは難しいものの, 今後の議論の進展には大きく

寄与すると考えられる｡
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①ディーワーン

ディーワーンとは, 州都において現地名望家層と役人を集めて開

かれる州総督の諮問会議であり����, そこでは州総督の主要な任務
である治安・秩序の維持や徴税などが主に協議された｡ また, この

機関は州総督の諮問を受けて彼の任務の補佐をするだけでなく, 現

地住民からの嘆願を受け付け, 協議の上で裁定を下す機能をも有し

ていた����｡ 一方で, 協議の結果を踏まえて最終的に州総督一人が
決断を下すため, 協議に関わる記録が控えられておらず (�������������), それゆえディーワーンの活動実態に関しては不明な点が
多い｡

州都であったアレッポにもディーワーンが存在し, ��世紀にアレッ
ポに滞在したイギリス人医師のラッセルが, この機関について詳し

い情報を書き残している｡ 彼によれば, アレッポのディーワーンに

は州総督や徴税官, イスラーム法官を始めとする役人と主要な名望

家たち, そして商人の長も参加していた｡ ディーワーンは毎週金曜

日に総督府で開かれる他, 総督の命で臨時に開催されることもあり,

州総督は都市や州全域に関わるあらゆる案件について, 参加者に意

見を求めたという (�������������������)｡ 州総督の諮問機関であっ
たディーワーンは, 占領時に彼らが撤退したことで自然に解散した

と考えられる｡

このようにしてみると, ｢地方協議会｣ とディーワーンは, 現地

有力者が参席する協議機関であり, 行政機関としての側面と裁定機

関としての側面を併せ持っていたという点で似通っている｡ 一方で,

数や活動頻度においてディーワーンを大きく上回っていたと考えら

れる点や, ディーワーンのように州総督などの諮問機関ではなく,

議決書の発行を通じて自らの議決内容を執行に移すことができた点

は, ｢地方協議会｣ の重要な新規性である｡ このことから, ｢地方協

議会｣ への参席を通して, 多くのシリア現地有力者が, より直接的

に行政に参与できる新たな機会を得るようになったと言えるだろう｡

②地方評議会

設置から間もない����年の段階では, 地方評議会は�種類に分か
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れており, 徴税官が派遣された都市には大評議会, その都市に隣接

する郡には小評議会がそれぞれ設置され, 大評議会では徴税官を始

めとする役人�名と地域の有力者�名が, 小評議会では徴税官代理
などの役人�名と有力者�名が, それぞれ議員として選出された｡
徴税官制度自体は����年に廃止されたものの, 大小の地方評議会は
州・県・郡の�段階に再編成され, 徴税官制度の対象外であった地
域にも広く普及し, オスマン朝末期まで存続した (秋葉 ����������)｡
地方評議会は当初, 税額の割当や徴税執行の監督によって徴税官

の徴税任務を補佐することを主要な任務として設立されたが, その

他にも多様な案件を扱っていた｡ シリアにおける初期の地方評議会

に関する数少ない詳細な研究として, トンプソンとガザールの����
～��年のダマスクス州評議会についての研究が挙げられる｡ 両者に
よれば, 同評議会は州総督不在の場で週に�回の頻度で協議を行い,
当該期間に���件以上の案件を扱っていた｡ 同評議会は徴税以外に,
価格の査定やワクフの管理, 農村の長の任命や救貧, 果ては支払い

が滞っている徴税請負人に対する軍事力の行使に至るまで, 様々な

内容を扱っており, 強い権限と自律性で以て州総督の政策の承認・

否認も行っていた｡ また, 裁定機関の側面も有しており, 重税や不

正などについて現地住民からの嘆願を受け付けるだけでなく, 従来

イスラーム法廷の管轄であった民事紛争も扱っていた (������������������������)����｡
このようにみると, タンズィマート改革の下でオスマン朝全土に

普及したこの地方評議会は, 本稿で分析した �����と, とりわ
け活動実態の観点から多くの類似点を持っていたことが判明する｡

両機関は共に, 行政機能と裁定機能を兼ね備えた現地有力者を含む

協議機関であり, 徴税から公共事業まで多岐に亙る内容を協議し,

その議決内容は十分な影響力を持っていた｡ 一方で, 地方評議会は

オスマン朝全土に広く普及し, 政策の承認も行うなど, その数や権

限において ｢地方協議会｣ を大きく上回っていた｡
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お わ り に

本稿の分析から, アレッポ高等協議会 (�����) の活動実態や置
かれた立場について, 多くの知見を得ることができた｡ とりわけ重

要となるのは以下の�点である｡ すなわち, ①州長官など他の役人
から独立した場所で, 週に�日以上という高い頻度で活動していた
こと, ②徴税など財務的な案件を中心に, 役職の任命や公共事業ま

で, 都市内外における幅広い内容の案件を協議していたこと, ③私

人的な案件を殆ど扱っておらず, 統治機構の一機関として官・軍の

利害に関わる案件を扱っていたこと, ④特定の役人の諮問機関では

なく, 官・軍と民が共に利用する行政・裁定機関であったというこ

と, ⑤議決書の発行という手段で以て, 自身の議決内容を執行に繋

げることができたこと, である｡ 本稿の分析対象は����年のアレッ
ポ高等協議会に限定されるものの, 得られた分析結果の多くは他の

年や協議会にも広く適用可能なものであると考えられる｡ 本稿にお

ける ｢地方協議会｣ の分析は, それだけで占領期の行政改革の実際

を広く明らかにできるものではないが, 他の機関や高官などについ

ても併せて詳しく検討していくことで, 占領期における行政改革や

統治機構の全容の解明に大きく貢献すると考えられる｡

翻って, 占領開始前のオスマン朝下シリアには, ディーワーンと

呼ばれる類似の協議機関が既に存在していたが, ｢地方協議会｣ は

置かれた都市の数や活動頻度においてディーワーンを大きく上回っ

ており, 議決書の発行を通じて議決内容を執行に繋げることができ

た点に新規性がある｡ すなわち, 占領期における ｢地方協議会｣ の

設置は, より多くの都市において現地有力者が行政に直接参与でき

る新たな場を得たという意味で, 近代シリアの行政史における一つ

の大きな転換点となったと言える｡ また占領終了後には, 数や権限

などがより一層拡充された地方評議会という協議機関が創設され,

オスマン朝全土に広く普及した｡ 同機関と ｢地方協議会｣ の連続性

を巡る議論については, さらなる研究が必要となるものの, 活動実

態の面で両機関の類似を示した本稿の考察は, 今後の議論の重要な
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足掛かりとなるだろう｡
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����������������������������������������������� �����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
秋葉淳 ����｢オスマン帝国における代議制の起源としての地方評議会｣ 粕
谷元編 『トルコにおける議会制の展開：オスマン帝国からトルコ共和国

へ』 東洋文庫�����������
大河原知樹 ����｢オスマン帝国の税制近代化と資産税：十九世紀前半のダ
マスカスの事例｣ 鈴木董編 『オスマン帝国史の諸相』 東京大学東洋文化

研究所������������
藻谷悠介 ����｢ムハンマド・アリーによるシリア統治に関する重要史料：
『アレッポ高等協議会発行の議決書の記録台帳』 の検討｣ 『アジア・アフ

リカ言語文化研究』 ��号�掲載予定�
註��� 例えば, 占領期の現地住民の徴兵・武装解除政策については (�����������������), 税制改革の一環である資産税の導入については (大河原������������), 非ムスリムの地位向上政策については (���������������) が, それぞれその影響や重要性に言及している｡���占領期を網羅的に扱った代表的な研究としては, (���������), (������������), (��������) の�つがあり, いずれも占領期の行財政や軍事, 農
業や商工業, 現地反乱など, 様々な主題を広く浅く検討している｡ より

主題を限定した研究としては, 占領期の統治体制を概観した (����������), 占領期イェルサレムにおける司法を詳細に研究した (��������),
占領に対するパレスチナ現地有力者の対応を検討した (�����������) や
(����������) などが挙げられる｡��� 先行研究において, この ����������������という原語に対する定訳は
存在しない｡ この語は一般的に ｢議会｣ や ｢評議会｣ などと訳され, ｢地

方｣ を含意しないが, 本稿で明らかになる ����������������の地方行政
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機関としての役割を重視し, 本稿では ｢地方協議会｣ と訳す｡ なお, ｢地

方協議会｣ が原語の一般的な訳ではないことに加え, 後述する地方評議

会との混同を避ける目的もあり, 以下でも便宜上 ｢ ｣ を常に付して表記

する｡��� イブラーヒーム・パシャはシリア駐留軍の最高司令官 (���������) と
してこれを指揮しただけでなく, シリアの行政についても全権を委ねら

れ, 逐一ムハンマド・アリーの指示を仰ぐことなく, 行政を取り仕切っ

ていた (���������������������������������)｡��� ムハンマド・シャリーフ・パシャはムハンマド・アリーの女婿であり,
諸事に追われる自身に代わってシリアの行政を取り仕切る専任者が必要

であるとのイブラーヒーム・パシャの要請によって, 占領開始後にエジ

プトから派遣された｡ 彼は行政を一手に統括しただけでなく, 軍事にま

で広く参与していた (������������������������������)｡��� バフリー・ベイはシリア出身のギリシア・カトリック教徒であり, シ
リア内の財務に関わるあらゆる情報を把握し, 域内の財務関連の諸事に

対処しただけでなく, 行政にも深く関与していた (�����������������������������������)｡��� ダマスクス州, アレッポ州, タラーブルス州, アダナ・タルスース州,
シドン・パレスチナ州の�州 (��������������)｡��� 本文中で取り上げる (����������), (���������), (��������) 以外
には, 前掲の (������������) や (��������), ムハンマド・アリーの
外征に焦点を当てた (���������) が挙げられる｡ (���������) は ｢地

方協議会｣ について最初に大きく取り上げた研究ではあるものの, 内容

の多くが史料の引用に終始しており, 典拠が示されていない箇所も多い｡

また, (������������) も ｢地方協議会｣ について一節を充ててはいる

が, 概要や構成員などに言及するばかりで, 具体的な活動や評価などに

ついては殆ど記述していない｡ 他方, (��������) は (��������) とほ
ぼ同じ史料を用いて ｢地方協議会｣ を検討しており, 両者の見解はおよ

そ一致している｡ これらの理由から, 上述の�つの研究のみを本文中で
取り上げている｡��� ホフマンはヨーロッパ領事による報告, サーリムはエジプト＝シリア
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間で交わされた書簡, サーフィーは年代記やイスラーム法廷台帳を, そ

れぞれ主な史料として利用しているが, これらの史料には ｢地方協議会｣

に関する記述がいずれも断片的にしか見られない｡���� 別稿にて取り上げた 『記録台帳』 中の案件から, �人の書記の存在が
確認できる他, 彼らの職務として, ①議決書の発行, ②記録台帳の記帳,

③記録台帳の出納, の�つがあったことがわかっている (藻谷��������)｡���� 『記録台帳』 の記述から, この役職に置かれた人物が �����の活動
場所に常駐していたことがわかるが (�����), その詳細な職務は不明で
ある｡ 本文で後述するディーワーンにも番人がおり, 協議の度に議員の

家々を廻って召集する連絡役も担っていたため (���������������������),�����の番人にも同様の役割が与えられていた可能性もある｡���� ムハンマド・アスアド・エフェンディ, バハーウッディーン・エフェ
ンディ, ヒラール・アガ, ハーッジ・ユースフ・アガ, ハーッジ・アブ

ドゥッラフマーン・エフェンディの�人｡ このうちムハンマド・アスア
ド・エフェンディ (・ジャービリー) (����～��������) はアレッポの
高名なハナフィー派法学者であり, 占領後のヒジュラ暦����年にアレッ
ポのムフティーに任じられ, ����年に死去するまで同職を務めた (������������������������)｡���� これは �����からカイロに宛てて送られた報告書 (������) の写
しであり, アレッポに立ち寄ったイブラーヒーム・パシャから �����
に付託された�案件について, ����年�月��日に行われた協議の結果を
カイロに報告している (���������������������)｡ 報告書には各議員の
名前と当日の参席時間が記してあり, 欠席した人物についても, その名

前と欠席の旨が記されているため, 当時の議員の総数は��人と見てほぼ
間違いないだろう｡���� アレッポ財庫管理人アル＝ハージェ・シュクリー, 農村監督官長シャ
イフ・バンダルザーデ, 第��連隊長サリーム・ベイ, 砲兵隊長ムハンマ
ド・ベイ, 以下��名｡ これに加えて, ����年と同様に監督役のムフティー・
エフェンディの名が挙げられている｡ 『記録台帳』 から判明する�名のう
ちで, この��名に含まれるのは, ヒラール・アガとハーッジ・ユースフ・
アガの�名のみであるため, 議員の人事に変更があった可能性が高い｡
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���� シリア駐留軍は基本的にエジプト出身者で構成され, 徴兵されたシリ
ア現地住民は他地方に派兵されていた｡ 一方で, 軍人や役人以外の人材

がわざわざアレッポ市外から派遣され, 協議会に日常的に参席していた

とは考えにくいため, 官職を持たない��名については現地住民と見て問
題ないだろう｡ また, 財庫管理人も現地のキリスト教徒から選ばれてい

たと指摘されている (���������������������������)｡���� この記述は, イブラーヒーム・パシャに帯同していた書記が残した記
録の中で, ����年�月��日に彼がベイルートに赴き, ベイルート協議会
を創設して議員��名を任命した旨を記した箇所である｡ ここでは, ��名
の名前の他に, 協議会の活動規則についても書かれている (����������������)｡���� 先行研究においては, ｢地方協議会｣ が毎日開催される決まりとなっ
ていたという指摘も見られる (����������������������������)｡���� ここでいう ｢民｣ とは, 官・軍による支配を受けるシリア現地住民を

指し, 以下でも彼らを官・軍と対比して記述する際には, 便宜上 ｢民｣

という表現を用いる｡ ｢民｣ には商工業者のような都市の住民のみならず,

農民や遊牧民のような都市外の住民も含まれる｡���� ①と④は, ムハンマド・アリーがエジプトで断行した公定価格による
独占的な買い上げが, シリアにおいても実践された事例とも考えられる｡

一方で, 買い上げられたものの多くは国際市場での販売を目的としたも

のではなく, 官・軍へ供給されるものであったという点でエジプトの事

例とは異なっており, この点に関しては今後さらなる検討を要する｡���� 私人的な案件は�件が該当し, いずれも農地の用益権や商取引に関わ
る現地住民間の紛争である (����������������)｡���� サーフィーとルードはイスラーム法廷台帳を用いて, イェルサレムに
おける両機関の役割分担についての実証的分析を行っている｡ 両者によ

れば, 私人的な案件については変わらず法廷の管轄であったものの, ｢地

方協議会｣ は相続など私人的な案件についても扱うことがあり, しばし

ば法廷の管轄を侵食していた (�������������������������������)｡���� 詳細な内訳は, 農村 (アレッポ周辺が大半を占める) が���件, 他都
市 (キッリス・アインターブなど) が��件, 複数都市・広域 (アレッポ
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州全域など) が��件である｡ 一方, 明らかにアレッポ市内と判別できる
のは��件のみだが, 残りの���件も内容に鑑みれば多くがアレッポ市内と
考えられる｡���� 『記録台帳』 中において, 明白な官職の書き漏らし, すなわちある箇
所で官職名を伴って名前が記載された人物が, 別の箇所において官職名

の記載なしに書かれている, という事態は見られない｡ また, 後述する

ように, このような官職名のない人物に対し, �����の議決内容を執行
するよう伝える議決書が発行されている例はほぼ皆無であり, 彼らは執

行能力を持たない存在として認識されていたと理解できる｡ このため,

『記録台帳』 において官職名が書かれていない差出人のほぼ全てが, 官・

軍の支配を受ける民であったと考えて問題ないだろう｡���� (�) 一般役人・機関は③税額の割当と④物資の調達・管理の割合が高
く, ②徴税権の管理が少ない点が特徴である｡ また, (�) 軍関係者は数
が大きく劣るため, グラフはあまり参考にならないものの, ①価格の査

定と④物資の調達・管理が全体の�割弱を占めている｡���� アレッポ州長官にはムハンマド・アリーの甥であるイスマーイール・
ベイが任命されていたが (��������������), 『記録台帳』 中には, アレッ
ポ州長官だけでなくアレッポ都市長官も何度か登場する (�������������)｡
先行研究において, 両者の管轄の線引きは必ずしも明確にされていない

が, 『記録台帳』 の記述の傾向から見ると, 都市長官がアレッポ市内や近

隣の農村の行政権のみを持っていたのに対し, 州長官はアレッポ以外の

アレッポ州内の他都市・農村に対しても行政権を持っていたことが窺え

る｡���� 案件が州長官を経由していた場合には, ｢(差出人) が (文書) を提出

し, それがアレッポ州長官閣下からアレッポ高等協議会に回付された (��������������������������������������������������������������������������������)｣ と, その旨が明示されている｡���� 州長官自身が �����に案件を付託する際, 多くの場合は案件を記し
た通達書 (������) を �����に送付しており (�������������), 稀に協
議の場に直接赴いていた (����������)｡ このことから州長官は協議の場
に稀にしか出席しておらず, 文書を通じて �����と連絡を取っていた
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ことがわかる｡���� 差出人から案件が直接 �����に届いている場合には, ｢(差出人) が
(文書) をアレッポ高等協議会に提出した (������������������������������������������)｣ と書かれている｡ 一方, 本文末の議決書の発行先につい
ては, 既に述べたように必ずアレッポ州長官の名前が書かれている｡ そ

のため, 実際には州長官を経由していたにもかかわらず, 書き漏らしや

省略によって案件が直接届いたかのように書かれている, という可能性

は低い｡���� 他の役人を介していた例としては, イブラーヒーム・パシャを介して
いた例 (�������������) や, アレッポ都市長官を介していた例 (������)
などがある｡���� 前項において, 案件が付託された際に州長官の見解が添えられていた
事例を紹介したが, この事例においては, 議決内容が州長官の見解と実

際に一致しており, 明示こそされていないものの, �����が彼の見解の
影響を受けていた可能性が考えられる (������)｡���� 先行研究もバフリー・ベイが ｢地方協議会｣ の監督役を担ったことを

指摘しているが, その実相については検討していない (���������������������������������������)｡���� 他の史料中にも, バフリー・ベイと ｢地方協議会｣ との関係について

詳細な記述は見られないものの, バフリー・ベイの業務として, 財務の

監理と ｢地方協議会｣ の監督の�つが挙げられている (�����������������������������������)｡ そのため, ｢地方協議会｣ の監督は, 財務と
並ぶ彼の主要な業務であったことが窺える｡ また, 英国外務省所属のウッ

ドはコンスタンティノープル英領事に対し, バフリー・ベイの財務業務

の内容について報告したが, そこで挙げられているのはシリア全域の収

入の把握や新税の設定や税額の割当, 徴税権の競売や独占権の委譲など

であり (��������������), ｢地方協議会｣ の職務と重なる部分が多い
ことがわかる｡ このことから, ｢地方協議会｣ がバフリー・ベイに直属す

る組織として彼の下位に位置付けられ, 同種の職務を与えられていた可

能性も考えられる｡���� 『記録台帳』 中に見られるのは, アインターブ, キッリス, アンティ
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オキア, アレッポ, ラタキア, タラーブルス, ベイルート, シドン, ダ

マスクス, スールの��都市の ｢地方協議会｣｡ また, 他の史料の記述から,
ナーブルス, イェルサレム, ヤーファーの�都市にも ｢地方協議会｣ が

存在したことがわかる (藻谷 ��������)｡���� サーフィーは, シリアの州区分がダマスクス, アレッポ, シドンの�
州であったとし, また, アッカの協議会も再審を受け付ける機能を有し

ていたと指摘している (��������������)｡ もしこの指摘が正しければ,
シリアの�州それぞれに高等協議会が置かれていたと理解できるが, 州
区分に関しては典拠が示されておらず, また, アッカの協議会が高等協

議会と呼ばれていたかについても確認できないため, 現状ではこれ以上

の検討は困難である｡���� 中央政府があるカイロにはいくつかの協議機関が存在したが, 先行研
究はそのうちのどの協議機関に対して, 案件がシリアから付託されたの

かを示していない｡ ただしサーリムは, このような場合に案件はムハン

マド・アリーの御前に提出されたとしているため (������������), 当
該の協議機関はムハンマド・アリーの御前会議 (����������������) で
あったと考えられる｡ この機関は彼を補佐するために彼と�人の役人か
ら構成され, 行政や財務全般について彼の諮問を受けるだけでなく, 彼

に対して諸事の報告を行う場でもあった (�������������)｡���� 他に案件内容に影響しうるアレッポの特徴としては, 例えばオスマン
朝領内で有数の交易都市であり, 商業施設も非常に多かったことや, 商

業目的などで外国人が多く滞在していたこと, 非ムスリムの人口が比較

的多かったこと, などが挙げられる｡ 後者�つについては, 外国人や非
ムスリム関係の案件は 『記録台帳』 に見られるものの (�������������),
事例が少ないためその影響は検討できない｡ 交易都市としての側面に関

しては, 価格査定や物資調達の案件が多いこととの関連が考えられる｡���� この上申書はイェルサレムの協議会からカイロの御前会議長 (�������������) に宛てたものである｡ その内容は, イェルサレムの協議会
に付託された�案件に関して, 同協議会が発行した議決書と矛盾する内
容の命令が, 既にムハンマド・アリーから発布されていたことが後から

判明したため, 命令の撤回を上申するものであった (�����������������
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��)｡���� また, 州都以外に各県都にも同様の協議機関が置かれ, イスラーム法
官の主宰の下で各地の名望家層による協議が行われていたとされるが

(�����������������), どの都市にこの協議機関が置かれ, どのように活
動していたのかは判然としない｡���� オスマン朝の地方において現地住民が政府に嘆願を行う場合には, 必
要となる手間に鑑みて, 中央政府ではなく在住する州の州総督やイスラー

ム法官に嘆願をすることが多かった｡ そのうち州総督に対する嘆願は,

彼自身の裁量か, あるいはディーワーンでの協議を経て処理されていた

と指摘されている (������������������������������������)｡���� 両者の研究は, 共に����年��月から����年��月までのダマスクス州評
議会の記録簿に記載されている���件の案件を主な史料として分析してい
る｡ �年間で扱っていた案件の数が �����のそれとほぼ同数である点
も注目に値するだろう｡

(東京大学大学院人文社会系研究科アジア史専門分野博士課程)
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